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HIRAKATA T-SITE　原田哲夫・宮島照久・牛戸陽治

　大阪と京都の中間点に位置する枚方市駅前に計画された、本を通し
てライフスタイルを提案する商業施設である。その街に住む人々が主役
となりコミュニティや新しい価値を生み出す「街のリビング」をつくること
で、街文化が空洞化しつつある駅前地区を活性化させることを目指した。
　枚方市駅前に降り立つと、各階に跳ね出されたテラスが印象的で
駅前の新たな風景となっている枚方T-SITEが姿を現す。駅前広場に
さし出された居心地のよい「街のリビング」と、本を通したライフスタイル
提案が街にダイレクトに伝わる「透明なファサード」、街を眺める「屋上
テラス」が融合し、街への共感を生み出すきっかけとなっている。
　枚方T-SITEの内部に一歩入ると、街のにぎわいを感じながら様々
なモノやサービスに出会い、コミュニケーションが切れ目なく誘発される
仕掛けがなされている。各階がボーダーレスに繋がる回遊性のある平
面計画と、吹抜けを少しずつずらしながら配置される断面計画により、
どこにいても各階の空気感を感じ、思い思いの場所でゆっくりと時間を
過ごすことができる。
　約40年前の高度成長期に建設された駅前再開発ビルを建て替え
る「再々開発」プロジェクトでもある枚方T-SITEは、人口減少期におけ
る駅前再生の可能性を示すものである。
撮影：ナカサアンドパートナーズ  中道  淳　竹中工務店  松岡正明（★）

第37回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
原田哲夫（はらだ てつお  竹中工務店）
1961年大阪府生まれ／1986年京都大学
大学院工学研究科修了後、竹中工務店入社
宮島照久（みやじま てるひさ  竹中工務店）
1969年岐阜県生まれ／1993年名古屋工業大
学大学院工学研究科修了後、竹中工務店入社
牛戸陽治（うしど ようじ  竹中工務店） 
1976年京都府生まれ／2002年神戸大学大
学院自然科学研究科修了後、竹中工務店入社

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・前田組共同企業体
所 在 地：枚方市岡東町 12-2
主 用 途：物販・飲食・金融機関店舗
構　　造：S造、SRC造
規　　模：地下 1階、地上 9階
敷地面積：2,723.59 ㎡
建築面積：2,494.07 ㎡
延床面積：17,553.44 ㎡

★
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近
代
的
な
ビ
ル
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
大
阪
市
福
島

区
の
国
道
二
号
線
沿
い
に
あ
る
レ
ト
ロ
ビ
ル
を
取

り
上
げ
た
い
。

　

建
物
は
関
東
の
東
京
川
崎
財
閥
に
属
す
る
銀
行

の
出
張
所
と
し
て
昭
和
九
年
︵
一
九
三
四
年
︶
に

建
て
ら
れ
た
。
設
計
は
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
活
動
し
た
矢
部
又
吉
氏
が
担
っ
た
。

　

矢
部
氏
は
横
浜
市
で
生
ま
れ
、
工
手
学
校
︵
現

工
学
院
大
学
︶建
築
科
を
卒
業
後
、ド
イ
ツ
の
シ
ャ

ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
工
科
大
学
︵
現
ベ
ル
リ
ン
工

科
大
学
︶
で
学
び
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ゼ
ー
ル
氏

に
師
事
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
へ
戻
り
建
築
設
計

事
務
所
を
開
設
し
、
東
京
川
崎
財
閥
系
な
ど
の
建

物
を
多
く
手
が
け
た
。

　

建
物
は
正
面
に
四
本
の
イ
オ
ニ
ア
式
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
オ
ー
ダ
ー
を
配
し
、
敷
地
に
対
し
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
を
描
い
た
フ
ァ
ザ
ー
ド
が
特
徴
だ
。

　

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
レ
ト
ロ
ビ
ル

は
カ
ッ
ト
ソ
ー
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
会
社
で
あ
る
ミ

ナ
ミ
株
式
会
社
が
利
用
し
て
お
り
、
今
も
っ
て
優

雅
な
風
景
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
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社
会
貢
献
委
員
会
の
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紹
介

社
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委
員
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地
域
支
援
担
当

 

委
員
長　

山
地
康
夫

　

　

社
会
貢
献
委
員
会
地
域
支
援
に
は
、地
域
分
科
会・被
災
支
援

分
科
会・
ま
ち
づ
く
り
分
科
会・ヘ
リ
テ
ー
ジ
部
会
と
い
う
四
つ
の
分

科
会
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
分
科
会
で
は
大
阪
府
内
を
十
二
地
域
に
分
け
て
、各
地
域

の
建
築
士
を
中
心
に
特
徴
あ
る
見
学
会
や
勉
強
会
を
企
画
し
て
、

建
築
士
の
仲
間
作
り
や
社
会
貢
献
の
場
を
設
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。今
年
度
も
二
十
数
件
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。他
に

府
内
の
小
中
学
生
へ
の
社
会
教
育
を
目
的
と
す
る﹁
大
阪
府
住
ま

い
ま
ち
づ
く
り
教
育
普
及
協
議
会
﹂へ
も
協
力
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
支
援
分
科
会
で
は
、災
害
発
生
時
に
早
い
支
援
体
制
を
整
え

る
為
、種
々
の
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、分
科
会
内
に
津
波
浸
水
対
策

研
究
会
と
罹
災
証
明
研
究
会
を
設
け
、災
害
か
ら
市
民
を
守
り
、復

興
への
よ
り
細
や
か
な
協
力
が
出
来
る
よ
う
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
分
科
会
で
は
、今
年
度
創
立
二
十
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
大
い
な
る
期

待
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。他
に
府
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
へ
の
地

域
貢
献
助
成
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ヘ
リ
テ
ー
ジ
部
会
で
は
、文
化
庁
の
補
助︵
支
援
︶の
下
に
、大
阪

府
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
座
を
行
い
、過
去
五
年
間
で

誕
生
し
た
一
〇
〇
名
以
上
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
大

阪
府
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協
議
会
を
組
織
運
営
し
て
大
阪

府
内
の
貴
重
な
建
築
遺
産
を
よ
り
多
く
保
存
し
有
効
活
用
を
提

案
出
来
る
よ
う
な
ス
キ
ル
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。更
に
建
築

士
資
格
を
持
た
な
い
市
民
に
も
企
画
運
営
に
協
力
頂
け
る
よ
う
、

門
戸
を
広
げ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
委
員
会
で
は
当
会
建
築
士
は
も
と
よ
り
、広
く
市

民
に
対
し
て
、社
会
貢
献
活
動
に
興
味
を
持
ち
企
画・運
営
に
ご
協

力
頂
け
る
、皆
様
を
募
集
中
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

建
築
士
会
そ
し
て
女
性
分
科
会
に
入
会
し
て

委
員　

三
宅
登
美
恵

　

父
の
小
さ
い
工
務
店
、
ず
っ
と
同
じ
顔
ぶ
れ
の
狭

い
環
境
で
建
築
に
携
わ
っ
て
い
た
私
は
、
一
級
合
格
を

機
に
、
知
識
を
得
る
為
に
も
ど
こ
か
の
団
体
に
所
属

し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
登
録
説
明
会
で
女
性
分
科

会
の
先
輩
方
の
熱
烈
な
勧
誘
を
受
け
、
勝
手
に
遠
い

存
在
と
思
っ
て
い
た
建
築
士
会
を
身
近
に
感
じ
、
早

速
コ
ア︵
合
同
活
動
報
告
会
︶
に
参
加
し
て
、
女
性

分
科
会
の
勉
強
会
、
シ
ル
バ
ー
研
究
会
・
住
空
間
ら

ぼ
に
申
し
込
み
、
士
会
に
入
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
か
ら
組
織
や
団
体
で
活
動
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
先
輩
方
の
白
熱
す
る
会
議
、
そ
の

進
行
の
手
際
の
良
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
行
動
力
に
は
感
心
し
き
り
で

す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
引
っ
張
ら
れ
、
は
や
一
一
年

が
経
ち
ま
す
。
勉
強
会
に
参
加
す
る
夜
は
親
に
預

け
て
い
た
子
供
も
す
っ
か
り
大
人
に
な
り
、
逆
に
両

親
が
弱
っ
て
き
て
い
ま
す
。
狭
か
っ
た
私
の
世
界
も
少

し
ず
つ
近
畿
・
全
国
の
行
事
へ
と
広
が
る
と
同
時
に
、

多
分
、
建
築
士
会
に
入
会
し
て
い
な
け
れ
ば
経
験
し

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
企
画
や
本
の
製
作
・
講
師
と

し
て
話
す
こ
と
⋮
い
ろ
い
ろ
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
世
話
・
仕
事
・
親
の
手
伝
い
・
家
事
・
夫
へ

の
遠
慮
…
人
に
よ
っ
て
環
境
や
周
囲
の
理
解
が
違
う

の
で
、﹁
女
性
だ
か
ら
﹂
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
士
会
の
活
動
を
続
け
る
に
は
大
変
な
部
分
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
頼
も
し
い
仲
間
と
共
に
何
か
を
成

す
、
そ
の
経
験
は
達
成
感・喜
び
を
生
み
力
と
な
り
、

人
と
し
て
の
厚
み
と
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

女
性
分
科
会
の
敷
居
は
低
い
で
す
よ
。
世
界
を

広
げ
る
第
一
歩
に
ど
う
ぞ
！
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。
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INFORMATION

◦カネフクめんたいパーク
◦岡村酒造場：兵庫県景観形成重要建造物

に指定
日時　4月21日（土）　9：00〜19：00
集合　安田生命大阪梅田ビル前　9：00
定員　25名（申込先着順）
参加費　会員5,500円　会員外6,000円
　　　　（バス代、資料代を含む、昼食代別）

お詫びと訂正
2月号目次頁「兵神装備プロダクトスクエア」
の表記に不備がありましたことを深くお詫
び申し上げます。

正しくは下記の通りです。

（正）
兵神装備プロダクトスクエア

設計　徳岡設計
施工　岐建　　

（誤）　 兵神装備
設計　徳岡設計
施工　　　　　

小規模非住宅建築物
省エネルギー性能に係る実態調査
11/17〜3/16

国土交通省は、平成29年11月17日から翌年3
月16日までの期間で、今後の建築物に係る省
エネルギー施策の検討を進めるため、300㎡未
満の非住宅建築物（新築）を対象に、省エネル
ギー性能に係る実態調査を実施します。指定
確認検査機関の確認申請窓口において、本
調査に係るアンケート調査票が配布された際に
は、調査にご協力ください。
詳細は、以下のHPをご覧ください。
日本建築士会連合会HP
http://www.kenchikushikai.or.jp/data/
news/2017-11-13.pdf

　　　時間厳守
定員　40名（申込先着順）
参加費　本会会員（ヘリテージマネージャー育

成講座修了者・受講者含む）7,500円
　　　　会員外8,500円
※バス代、保険代、入館料、昼食代を含む（事
　前振込）

押出成形セメント板工場見学会
4/9　CPD2単位（予定）

ノザワ播州工場は、押出成形セメント板アスロッ
クNeoを製造、外壁、間仕切やルーバー等に採
用されております。
工場内のラインを見学した後、押出成形セメン
ト板の説明を伺います。
日時　4月9日（月）　15：00〜17：00
受付開始　14：45
集合場所　ノザワ播州工場正面玄関
　　　　　兵庫県加古郡播磨町古宮
最寄駅　山陽電鉄西二見駅
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
懇親会　3,500円程度（希望者のみ）
定員　20名（申込先着順）　　　　　

新入会歓迎企画
受注力UP! BIM設計による木造戸
建て住宅〜BIMフル活用で3Dプレ
ゼン・見積までを3日で可能に〜
4/12　CPD2単位（予定）

今までの2次元CADによる図面作成作業で
は、30坪程度の個人住宅でも2週間以上は必
要です。さらにパースまで作れば3週間は掛かり
ますが、共通仕様として作成したBIMデータを使
うと、わずか2〜3日で、3D画像、平面、立面、断
面図に見積まで作成が可能です。事例を交え、
BIMの活用から成約までの流れと、そのノウハ
ウについて栗林賢次氏と左近充翼氏にお話し
頂きます。
日時　4月12日（木）　18：00〜20：00
受付開始　17：30
会場　大阪府建築士会会議室　
参加費　会員1,000円　会員外1,500円　
　　　　平成29年度本会入会者・当日入会
　　　　者無料
懇親会　1,000円（軽食付）
定員　60名（申込み先着順）

第3回建築課外授業
神戸・丹波･三田の酒工場めぐり
4/21　CDP4単位（予定）

篠山市の鳳鳴酒造の主屋・酒蔵とキリンビール
神戸工場その他の見学を行います。伝統的な
製法による酒蔵と最新のビール工場を比べて
見学します。
見学先（予定）
◦鳳鳴酒造：主屋は国の有形文化財であり城

下町篠山の景観を今日に伝えています。
◦キリンビール神戸工場：場内ビアレストランで

昼食

大阪市立美術館
特別展「江戸の戯画－鳥羽絵から北斎・国芳・
暁斎まで」
4/17〜6/10

大阪市立美術館では、特別展「江戸の戯画－
鳥羽絵から北斎・国芳・暁斎まで」を開催します。
鳥羽絵は、18世紀の大坂で鳥羽絵本として出版
され、その人気は近代にまで及びました。鳥羽絵
を洗練させたとされる大坂の「耳鳥斎（にちょうさ
い）」はもちろん、鳥羽絵本の影響を受けたと考え
られる江戸の「北斎」や「国芳」、そしてその流れ
をくむ「暁斎」など、時代や地域により変化しなが
らも、笑いの感覚は脈 と々受け継がれてきました。
本展では、そのような流れを追いつつ江戸時代
の戯画のエッセンスをご覧いただきます。
会期　4月17日（火）〜6月10日（日）
　　　前期：4/17〜5/13、後期：5/15〜6/10
休館日　月曜日（4/30・5/1は開館）  
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで） 
出品予定作品　約280件
会場・問合　大阪市立美術館
　　　　　 大阪市天王寺区茶臼山町1-82 
　　　　　 Tel.06-4301-7285
　　　　　（大阪市総合コールセンター）
http://www.osaka-art-museum.jp

東洋陶磁美術館
特別展「フランス宮廷の磁器 セーヴル、創造
の300年」
4/7〜7/16

フランス宮廷に育まれ、時代とともに変化し続け
てきたセーヴル磁器製作所の300年に及ぶ活
動の紹介と、セーヴル陶磁都市が所蔵する約
130件の作品の展示により、セーヴル陶器の
魅力を紹介します。
会期　4月7日（土）〜7月16日（月・祝）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
休館日　月曜日（4/30・7/16は開館）
観覧料　1,200円　展示点数　約130点
会場・問合　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　　 大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　 Tel.06-6223-0055
http://www.moco.or.jp
 

『軽筆鳥羽車』千葉市美術館（通期展示 ※頁替え）

ポプリ壺「エベール」
（セーヴル陶磁都市所蔵）
photoⓒ RMN-GP

平成29年度省エネ等良質な住宅・
建築物の取得・改修に関する支援
制度等説明会
３/８（大阪会場）

国土交通省では、平成30年度当初予算案・平
成30年度税制改正に盛り込まれた新規制度、
省エネに関する制度など、良質な住宅の取得・
改修に関する支援制度等の概要について、以
下のとおり説明会を開催します。
日時　3月8日（木）　10：00～12：00
会場　グランキューブ大阪
　　　（大阪府立国際会議場）
定員　1000名
講師　国土交通省担当官
参加費　無料　要事前申込
詳細・申込みは以下のHPをご覧ください。
http://www.mlit.go.jp/report/press/hou
se04_hh_000769.html

大阪市大規模マンションの建設に
よる保育需要増加に対応するため
の保育施設等の整備に係る事前
協議に関する条例を平成30年4月1
日から施行します

大阪市では、大規模マンションの建設による保
育需要の増加に対応した保育施設等の整備
を図るため、大規模マンションの建設計画が固
まる前の段階で、大阪市と建設事業者との間
における保育施設等の整備に関する協議を義
務付けることを定め、平成30年4月1日から施行
します。

2025国際博覧会（EXPO）を大阪・
関西へ　誘致委員会会員募集

日本の高度経済成長をシンボライズする一大
イベントとなった、1970年の大阪万博（EXPO’
70）。その伝統を継承し、大阪・関西、さらには日
本の発展の新たな起爆剤となる、2025年の国
際博覧会（EXPO）の誘致活動が本格化してい
ます。
世界の人々が集い、ともに考え、行動する国際
博覧会（万博）は、我が国の魅力やポテンシャル
を世界に発信する絶好の機会となります。
2025国際博覧会誘致活動にご賛同いただけ
る方を「会員」として募集中です。
会員登録　http://www.expo2025-osaka-

japan.jp/
問合　2025日本万国博覧会誘致委員会事務局
　　　（大阪府政策企画部万博誘致推進室内）
　　　Tel.06-6944-6573

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION の詳細につきましては本会ホームページに掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

日時　3月20日（火）　13：30〜17：00
集合場所　南海本線「羽衣駅」改札口
集合時間　13：00（駅からタクシー）
募集　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
内容　13：30〜15：10 工場見学、建材紹介
　　　15：20〜17：00 津波避難タワー見学等

女性分科会30周年記念事業 アーカイブ見学会
三輪山本本社・今井町見学会
3/20　CPD5単位

時を経て今なお美しさを保ち、伝統技術の革新
と発信・受信の時代に対応し続ける三輪山本
本社を設計者の竹中工務店日野様に解説い
ただき見学します。
また、伝統的建造物群保存地区である「今井
町」を散策し、国重要文化財の今西家住宅と、
恒岡醤油醸造本店も特別見学します。
日時　3月20日（火）　10：00〜16：00
　　　（受付9：30）
場所　㈱三輪山本本社（奈良県桜井市箸中880）

→大神神社→今井町（奈良県橿原市今
井町）にて今西家・恒岡醤油醸造本店

講師　日野宏二（㈱竹中工務店設計部）
定員　30名（申込先着順）
申込締切　3月9日（金）
参加費　会員2,000円　会員外2,500円 
※別途、移動交通費640円・昼食代1,290円
　が必要

シニアサロン 第63回例会
北浜界隈のレトロビルヂングの散策
3/29　CPD2単位（予定）

今回は、大阪証券取引所で集合し、北浜の町
を歩くことを通じてみえてくる、地域の隠れた魅
力が発揮する醍醐味について、さまざまな視点
から見学をしたいと思います。
日時　3月29日（木）　14：00集合（時間厳守）
集合場所　大阪市中央区北浜1-8-16　
　　　　　大阪証券取引所ビル1階ロビー
定員　30名（申込先着順）
　　　但し、定員に達し次第締切
参加費　会員1,000円　会員外1,500円　
懇親会　北浜付近にて開催
　　　　参加費4,000円程度
　　　　（場所は参加証にて連絡致します）

「三重バスツアー」〜桑名・六華苑
と東海道関宿をめぐる旅〜
4/7　CPD4単位（予定）

ジョサイア・コンドル設計の洋館・六華苑（重要
文化財）と、古代三関のひとつ「鈴鹿の関」が
置かれていた、関宿を見学します。六華苑（旧
諸戸清六邸）では、洋館と共に和館や庭園を見
学します。また関宿では、ボランティアガイドと一
緒にまち歩きをした後、亀山市嶋村明彦氏にご
講演いただきます。
日時　4月7日（土）　7：45〜19：00　
集合　西梅田大和ハウス工業前集合

※開催場所・集合時間は、「参加証」によりご
　案内します。
定員　30名（申込先着順）
※申込みはヘリテージマネージャー受講生優先。
参加費　会員2,000円　会員外2,500円

建築士の会 南河内
富田林市寺内町の住宅等見学会
〜横関正人+万貴子氏の作品を巡る〜
3/17　CPD2単位（予定）

横関正人+万貴子氏は、江戸時代以降の町家
やまち並みが残る府内唯一の重要伝統的建
造物保存地区「富田林市寺内町」において、
厳しい制約の下で町家の再生など歴史的町並
みと調和した豊かな住まいを実現するクリエイ
ティブな作品を数多く手掛けられ、これらはプロト
タイプとして当地区のまちづくりに影響を与え、
マスターアーキテクトのような存在になっていま
す。横関氏の案内で一連の作品を巡り、地域と
建築士のあり方について考察します。
日時　3月17日（土）　13：30〜16：00
　　　雨天決行
集合　13：30　きらめきファクトリー
　　　（近鉄「富田林駅前」観光交流施設）
講師　横関正人/NEOGEO
　　　（鴛鴦庵（えんおうあん））
見学先　竣工予定住宅、じないまち・木くま館、

レイドバック、ギャラリー蔵・天下一、
路地のある寺内町の家 ほか（予定）

定員　30名（申込先着順）
申込締切　3月9日（金）
参加費　会員1,000円  会員外1,500円
　　　　（当日徴収します。）
※懇親会参加の場合は別途会費が必要です。

大阪地域貢献活動部会
平成30年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集期間　平成30年3月20日（火）まで
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

「津波避難タワー」見学講習会と「日
鐵住金建材㈱大阪製造所」工場見学
3/20　CPD3単位（予定）

東日本大震災から7年が経ちます。その記憶を
今後の避難対策に活かし活動している、日鐵
住金建材株式会社にて「津波避難タワー」見
学会と工場見学会を、夜景見学で有名な高石
市高砂で行います。講義では被災体験談や避
難タワーの設計手法、建築鉄鋼商品の説明な
ど、今後の被災対策への理解を深めたいと思
います。

ます。
日時　3月10日（土）　13：00〜16：00
場所　大阪府建築士会会議室
　　　木子七郎自邸（中央区十二軒町）
内容　座学と見学会
講師　山形政昭（大阪芸術大学教授）
募集　40名（申込先着順）
受講料　会員、ヘリテージマネージャー育成講

座修了者・受講者1,000円、会員外
2,000円（当日徴収します。）

建築士法にもとづく建築技術講習会
あそび創造広場「TSURUMIこども
ホスピス（TCH）」見学
3/16　CPD3単位

あそび創造広場TSURUMIこどもホスピスは、
病院や福祉施設ではなく、民間団体等からの
寄付金により運営されている、日本初のコミュニ
ティ型こどもホスピスで、本年度の大阪まちなみ
賞奨励賞を受賞しました。
見学会では、ホスピスを構想し代表理事を務め
る高場秀樹様と、設計を担当した出口亮様に
よる解説の後、建物を見学させていただきます。
日時　3月16日（金）　13：30～16：30
会場　あそび創造広場
　　　TSURUMIこどもホスピス
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　会員4,000円
　　　　後援団体会員5,000円
　　　　上記会員外6,000円

大阪市東地域会総会のご案内
3/16

地域分科会建築士の会「大阪市東」では3月
に総会をおこなうことになりました。東地域の建
築士相互の連帯を深めたいと思います。
日時　3月16日（金）　18：30〜19：15
場所　大阪府建築士会会議室
議事　◦事業報告、会計報告
　　　◦被災支援ネットワーク固め
　　　◦事業計画
　　　◦役員承認
※懇親会も予定しております。ご参加の場合は
　別途会費が必要になります。
参加費　無料

平成29年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
3/17

歴史的建造物を会場に設定し、その保存と活
用についてお話を伺い、実践的な経験を積むこ
とで、文化財の活用を通じた保存活動ができる
力を養います。
今回は、まちの歴史的建造物を紹介する“まち歩
きツアー”を企画するワークショップです。受講生
でディスカッションしながらツアーを作り上げます。
日程　3月17日（土）　中之島図書館
時間　13：00～16：00
場所　上記登録文化財・重要文化財

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
3/7　CPD6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であり、
建築に特化したテキストを使用し、経験豊富な
ベテラン技術者の講師による解説と映像で、実
務に役立つ情報を提供します。監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日時　3月7日（水）　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み 9,500円
　　　　郵送申込み 10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ 
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

ヘリテージマネージャー・ステップアップ講座
第2回「近代大阪の建築家 木子七郎」
3/10　CPD3単位（予定）

本講座は、ヘリテージマネージャー育成講座の
ステップアッププログラムです。今回は、大阪を
拠点として活躍した建築家：木子七郎（きごしち
ろう）の功績に着目して、現存する文化財建築
について知識を深めたいと思います。木子七郎
自邸を調査された山形政昭氏に解説いただき

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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今年で 62 回を迎える大阪建築コンクー
ルは、1 月 31 日で応募受付を締め切り、
大阪府知事賞部門 34 件、渡辺節賞部門
16 件の申し込みがありました。
2 月 13 日に松隈洋審査委員長他 4 名で
構成する審査委員会において書類審査を
行い、現地審査を実施する作品を大阪府
知事賞部門 7 件、渡辺節賞部門３件に絞
り込みました。2 月 23 日に現地審査（1
日目）を実施、今後、3 月 19 日の現地
審査（2 日目）、3 月 20 日の最終審査を
経て、入賞作品の決定を行います。

本会「建築物耐震評価委員会」が所属す
る全国耐震ネットワーク委員会が 2 月
20 日に東京霞ヶ関ビルで開催されまし
た。会議には全国から約 200 名の関係者
が出席し、登録団体数が 198から 195 団
体に減少したことが報告され、国土交通
省から住宅改修補助制度の見直し等につ
いて、文部科学省から公立学校の耐震化
が 99％完了し、学校の吊り天井の耐震
改修も 97％完了した等の情報提供があ
りました。その後、昨年のメキシコ地震
の被害調査報告、耐震改修優秀建築物の
表彰と田中礼治東北工大名誉教授への貢
献者表彰が行われ閉会しました。

省エネ設計技術」や、（公社）日本建築士
会連合会作成の「既存建築物状況調査テ
キスト」を持参し、建築界に求められて
いる省エネやインスペクションの普及等
様々な課題に対する本会の取り組みを説
明しました。訪問先からは、本会活動に
高い評価と期待を頂いており、公益団体
として引き続き活発に社会貢献活動に取
り組んでいくことを伝えました。

本会が平成 25 年度から、建築業界の将
来を担う優秀な学生を表彰し、卒業後の
励みとして一層の精進を期待することを
目的として行っている建築関連学校の優
秀卒業生表彰は、本年度は 15 名の卒業
生を表彰することとしています。
表彰は、原則として本会役員が卒業式等
に出席して対象者に直接表彰状を授与し
ます。なお、本年度の表彰者在籍校は、
大阪大、大阪市大、大阪芸大、大阪工大、
関西大、近畿大、摂南大、大阪工技専、
中央工学校、修成建設専、日本理工情報
専の 11 校 15 学科です。

本会・大阪府・大阪府住宅供給公社が主
催して平成 3 年から毎年実施している

「あすなろ夢建築」は、建築を学ぶ専修
学校、高等学校等の学生を対象とする設
計コンクールで、最優秀のグランプリ作
品は実際に建設されます。
今年度は、「多世代が集い逢う場」のテー
マで大阪府営堺宮園住宅集会所の提案を
募集し、31 校から 340 作品の応募があり、
2 月 6 日に審査委員会を行いました。
その結果、グランプリに修成建設専門学
校 原田宗太朗さんの「緑と共に人が集
う集会所」が選ばれました。その他、優
秀作品賞 3 点、佳作 3 点、奨励賞 3 点を
選定しました。3 月 28 日 13 時～ 17 時
に大阪市中央区の大阪府公館において、
表彰式と受賞者によるプレゼンテーショ
ンを行います。

1/ 27 大阪芸大建築学科 50 周年式典
1/ 30 大阪府収用委員会
2/ 2 大阪府収用委員会

  堺市長訪問
  大阪府不動産鑑定士協会年賀交換会
2/ 9 大阪工業大学建築学科学生表彰
2/ 10 近畿建築士会協議会青年、女性部会
2/ 15 大阪府収用委員会
2/ 16 運営委員会　
2/ 19 大阪府収用委員会　
2/ 20 香港政庁貿易発展局新年パーテイ
2/ 21 理事会・正副会長会議

本会の岡本会長、役員、地元委員による
大阪府及び市町村首長への訪問は、今年
で 5 年目を迎え、本年度は、昨年 6 月
29 日の後藤吹田市長訪問を最初に、2 月
2 日の竹山堺市長訪問で、43 市町村すべ
ての市町村訪問を完了しました。
訪問時の面談では、本会が行っている社
会貢献活動では、消費者に対する建築相
談活動、大地震時の応急危険度判定等の
建築防災活動、耐震診断、耐震評価等の
建築耐震活動。景観整備、歴史的建築物
の保存・活用、活動費助成、マンション
の維持管理、インスペクション、空家対
策等のまちづくり活動。行政等が設置す
る審議会や委員会への会員建築士の派遣
等々、いづれも行政の政策とつながりが
深く、これらの活動を本会の地元会員を
中心に市町村と連携・協力して取り組む
ことを提案しました。
特に本年度は、本会委員会が作成し、大
阪府監修・学芸出版社発行の「建築物の

動静レポート

グランプリ「緑と共に人が集う集会場」

書類審査の様子

（右）竹山堺市長

会長動静

平成 29 年度建築関連学校優秀卒業生
の表彰

表彰委員会

2 月 2 日の竹山堺市長で、府内すべて
の市町村を訪問

運営委員会

第 27 回「あすなろ夢建築」大阪府公
共建築設計コンクールの受賞者決定

表彰委員会

第 62 回大阪建築コンクールの応募及
び審査状況

表彰委員会

全国耐震ネットワーク委員会の開催

建築物耐震評価委員会
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適切に断熱された住宅（外気温6.5℃）

2015 年 7 月に建築物省エネ法が制定さ
れ 2017 年 4 月から省エネ適合制度が導
入されました。国土交通省は 2020 年ま
でにすべての建築物に対して新省エネ基
準適合を義務付けることを決定されてい
ます。
講習会では、まず初めに我が国は温暖化
問題や大地震を契機としたエネルギー問
題に直面しており、住宅の設計・施工技
術者も省エネルギー化のための適切な技
術習得が求められている。技術を習得し
て低炭素社会の実現と居住者の安定で快
適な住生活を実現することが大切であ
り、国は新築住宅の省エネ適合義務化を
目指している。
義務化に向けた課題として、中小工務店、
大工への十分な配慮、住宅をはじめとす
る建築物における規制の必要性と根拠の
説明、住宅省エネルギー施工技術者講習
会・設計者講習会の実施による省エネ基
準に則った技術習得者の育成、住宅性能

私が育ってきた環境では契約を結ぶこと
は当然で、それによって業務に対する対
価を確保してきました。それでも今とは
随分様子が違っていて、最初に設計委託
書の受領。次は基本設計確定時に仮契約。
そして、実施設計、建築確認後に工事費
が決まり、やっと設計監理契約締結に至
りました。報酬は工事費に対する料率で
した。ある時、設計作業に入る前に報酬
額を明記した重要事項説明をするように
との事。また、工事費に依らない設計監
理料の決め方が告示で通達。アットとい
う間に訴訟社会に対応した業務の進め方
に変化しました。今回は私自身がこの様
な勉強から暫く離れていた事もあって、
学び直しのため参加しました。
講習会は「近隣住民との建築紛争とその

Topics

評価のための計算方法の普及、設計通り
の省エネ性能を発揮させるための施工技
術の普及など多くの課題があります。
家庭内のヒートショックで亡くなる方は
推定 14,000 人で、交通事故死よりも多
いとの説明があり、私も今年 66 才にな
り、今年の寒さは特にきびしく部屋と部
屋の温度差が気になります。
部屋間の温度差は断熱性能が高い住宅は
暖房していない部屋の温度も高くする効
果もあるとのことで、省エネ以外の効果
も見逃せません。
窓などの開口部の熱損失量は、外壁の 2.5
倍にもなり、やさしいエコ住宅とするに
は、まず窓の断熱改修リフォームを優先
的に考えることが効果的なようです。
お昼前と午後からは省エネ基準の評価方
法①仕様ルート②簡易計算ルート③詳細
計算ルートの説明があり計算実例を交え
わかりやすい説明があり、最後に終了考
査テストを受け講習修了となりました。

対応策」、「建築紛争現状と動向（設計者
と建築主の紛争事例からみた対応策）」
がテーマでした。
このうち、前半は隣に計画された高層マ
ンションによって日照権を奪われそうに
なる住民がマンションを許可した行政を
相手に訴訟を起こす事例のお話で、訴訟
を起こせる資格や仕組みについて、詳し
く解説頂きました。なるほどと思える事
が多くあり、専門用語の意味も多少理解
が進みました。
後半では、最近の民事調停での動向など
のお話を判事から頂きました。「不法行
為責任」について H19.7.6 最高裁判例を
通して「設計者は、施工者、監理者には
建物としての基本的安全性が欠ける事が
無いようにすべき義務がある」とされ、

日進月歩の中で住宅省エネルギー技術講
習会を受講できたことは有意義であり、
業務にも役立てたいと思っています。

これを怠ると「不法行為責任」を問わ
れ、契約当事者でない場合も賠償責任を
求められるとのお話がありました。更に
H23.7.21 最高裁判決では具体的に「構造
耐力に関わらない瑕疵でも、外壁の落下、
漏水など人身被害、財産の毀損につなが
る危険があるものは基本的安全性が欠け
る」とされ、H19 以前よりも不法行為責
任に対する認識が随分と明確になり、訴
訟しやすくなったと言えるでしょう。
その分、設計監理者は慎重にならざるを
得ず、設計や監理における業務の法的意
味や善管注意義務等について理解を深め
ていく必要性を感じました。最後に調停
の事例を多く経験された判事の言葉とし
て「依頼者との意思疎通」が重要とのこ
とでした。

1年間の死亡者数比較（出所：東京ガス都市生活研究所）

建築技術講習会『建築紛争における法的措置とその対応策』
日程：平成 30 年 1 月 31 日（水）　　会場：大阪府建築士会会議室　　参加者：62 名

尾鍋裕実（理事）

大阪府住宅省エネルギー設計者講習会、簡易評価法を受講して
日程：平成 30 年 1 月 23 日（火）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：90 名

松村和吉（理事）
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ストーンブラストステンレス：石礫のブラストで生まれるラフでダイナミックな印象でありながら、角がなく丸みを帯びて手になじむテクスチャーとフォルム

る
。従
っ
て
そ
れ
は
、そ
の
空
間
体
験
の
良
し
悪
し
を

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。ユニ
オ
ン
は
、建
築
金

物
が
人
の
感
覚
に
与
え
る
、そ
の
よ
う
な
質
に
こ
だ
わ

り
抜
こ
う
と
す
る
。そ
し
て
、そ
う
す
る
こ
と
が
生
み

出
す
自
ら
の﹁
作
品
﹂達
を﹁A

RT
W

A
RE

﹂と
表

現
す
る
の
で
あ
る
。

■
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
へ
の
対
応
力

　
ユニ
オ
ン
は
、﹁
Ｖ
プ
ロ
セ
ス
鋳
造
法
﹂に
よ
る
鋳
造
技

術
を
早
く
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。こ
れ
は
鋳
型
の

材
料
に
な
る
砂
を
減
圧
に
よ
り
成
形
す
る
技
術
で
、

大
型
か
つ
精
度
の
高
い
鋳
物
製
品
へ
の
対
応
力
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。

　
﹁
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル 

ザ 

京
都
﹂の
ア
プ
ロ
ー
チ

空
間
は
、ユニ
オ
ン
が
作
り
出
し
た
ア
ル
マ
イ
ト
処
理
仕

上
げ
の
ア
ル
ミ
キ
ャ
ス
ト
格
子
に
よ
り
天
井
と
壁
面

が
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。鋳
物
に
お
け
る
ア
ル
マ
イ
ト

■A
R

TW
A

R
E

　

建
築
金
物
と
は
、建
築
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
お
け

る
構
造
部
材
や
設
備
を
除
く
金
属
製
の
部
品
の
こ
と

で
あ
る
。そ
れ
は
、人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
建
築

の
機
能
を
支
え
る
も
の
か
ら
、空
間
の
意
匠
上
の
主

役
に
な
る
も
の
ま
で
極
め
て
多
様
で
あ
る
。紀
元
前

五
〇
〇
〇
年
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
既
に
、銅
製
の
家

具
用
金
物
の
使
用
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、そ
の
歴

史
は
、建
築
そ
の
も
の
の
歴
史
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

建
築
金
物
を
巧
く
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
は
、建
築
に
お
け
る
基
本
的
品
質
か
ら
仕
上
が

り
の
美
し
さ
ま
で
を
大
き
く
左
右
す
る
。建
築
設
計

者
に
と
っ
て
建
築
金
物
の
知
識
は
、デ
ィ
テ
ー
ル
デ
ザ

イ
ン
の
要
で
あ
り
、自
ら
が
目
指
す
空
間
の
実
現
の

た
め
経
験
を
積
み
探
求
を
続
け
る
。時
に
は
そ
の
ニ
ー

ズ
に
合
う
建
築
金
物
に
巡
り
合
う
た
め
に
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
こ
と
も
あ
る
。

　

今
回
、取
材
に
訪
れ
た
株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン
は
、

一
九
五
八
年
に
立
野
一
郎
氏
が
創
業
さ
れ
て
以
来
、

ド
ア
ハ
ン
ド
ル
を
中
心
に
質
の
高
い
建
築
金
物
を
提

供
し
続
け
る
企
業
で
あ
る
。

　
一
日
の
生
活
の
中
で
、人
の
手
は
ド
ア
ハ
ン
ド
ル
の
操

作
を
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
繰
り
返
す
。ド
ア
ハ
ン
ド
ル

は
、建
築
の
部
位
の
中
で
最
も
手
に
触
れ
る
部
位
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ユ
ニ
オ
ン
が
提
供
す
る
建
築
金
物
を
、同
社
は

﹁A
RT

W
A

RE
﹂と
表
現
す
る
。

　

人
が
触
れ
る
建
築
金
物
は
、そ
れ
が
組
み
込
ま
れ

た
空
間
を
永
く
体
験
し
続
け
る
中
で
、そ
の
機
能
的

な
品
質
だ
け
で
な
く
、あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、そ
れ

が
動
作
す
る
時
の
感
覚
や
、肌
に
伝
わ
る
感
触
、視

覚
的
美
し
さ
と
し
て
体
験
す
る
人
に
働
き
か
け
続
け

「ロイヤルパークホテル ザ 京都」のアプローチ空間

建
築
金
物
の
匠
た
ち

文　

河
合
哲
夫
・
丸
子
勇
人

匠
の
巧  

■  

株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン
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アトリエユニオン大阪の様子

一つ一つが手作業で縫い込まれている握りがレザーのレバーハンドル

処
理
は
、同
じ
ア
ル
ミ
で
も
押
出
し
型
材
に
施
工
す
る

場
合
と
違
い
、不
均
質
な
仕
上
が
り
と
な
る
。こ
こ
で

は
、鋳
物
の
表
面
を
ブ
ラ
ス
ト
処
理
に
よ
り
均
す
こ
と

に
よ
り
、そ
の
不
均
質
さ
に
対
し
て
一
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
加
え
、わ
ず
か
な
色
む
ら
が
醸
し
出
す
独
特
な

仕
上
が
り
を
生
み
出
し
て
い
る
。そ
の
表
面
は
、暗
め

に
抑
制
さ
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
鈍
く
反
射
さ
せ
、重

み
の
あ
る
テ
ク
ス
チ
ャ
に
よ
る
軽
快
な
格
子
の
リ
ズ
ム

が
、古
び
た
歴
史
と
新
し
い
感
性
が
共
存
す
る
京
都

に
相
応
し
い
歓
待
空
間
を
形
作
っ
て
い
る
。﹁
こ
の
仕

上
が
り
を
生
み
出
す
た
め
、ブ
ラ
ス
ト
処
理
に
つ
い
て

は
、何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
﹂と
営

業
開
発
課
近
藤
潤
一
課
長
は
語
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、ユ
ニ
オ
ン
の
製
品
へ
の
こ
だ
わ
り
の
真

骨
頂
は
、素
材
と
、そ
の
仕
上
げ
技
術
へ
の
こ
だ
わ
り

に
あ
る
。金
属
は
も
ち
ろ
ん
、鋳
物
、木
材
等
の
素
材

の
持
つ
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

成
形
、表
面
処
理
、着
色
等
の
技
術
を
駆
使
し
ト
ラ

イ
ア
ル
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、そ
の
空

間
に
相
応
し
い
素
材
感
を
設
計
者
と
と
も
に
追
求
し

続
け
る
の
で
あ
る
。

　

革
を
纏
う
ド
ア
ハ
ン
ド
ル
が
あ
る
。握
り
の
部
分
が

革
で
で
き
て
い
る
た
め
、手
に
な
じ
む
操
作
感
は
、高

級
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
よ
う
な
感
覚
を
想
像
さ
せ

る
。そ
れ
ら
の
革
は
、一
つ
一
つ
が
手
作
業
で
縫
い
込
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。美
し
い
工
芸
品
を
作
り
出
す
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
、手
の
動
き
に
ま
で
こ
だ
わ
っ

た
美
意
識
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
全
て
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の

空
間
に
お
け
る
設
計
者
や
発
注
者
の
要
求
に
応
え
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
て
き
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
よ

る
製
品
達
で
あ
る
。こ
う
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
注

ぐ
ユニ
オ
ン
担
当
者
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、無
数
に
存
在

す
る
建
築
関
連
の
企
業
の
中
で
も
突
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
ら
は
、ユニ
オ
ン
と
い
う
企
業
に

根
付
い
た
風
土
で
あ
り
、ユニ
オ
ン
が
成
長
し
続
け
る
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。そ
し
て
そ
う
し
た
彼
ら
の

精
神
が
、何
よ
り
も
私
た
ち
設
計
者
を
惹
き
付
け
る
。

■
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
に
も
受
け
継
が
れ
る
オ
ー

ダ
ー
対
応
の
精
神

　
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
の
分
野
に
お
い
て
も
ユ
ニ
オ
ン
は
、多

く
の
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。主
力
分
野
の
ド
ア
ハ
ン

ド
ル
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
二
〇
〇
〇
点
に
も
及
び
、意

匠
用
ド
ア
ハ
ン
ド
ル
に
お
け
る
同
社
の
シ
ェ
ア
が
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
こ
と
は
、彼
ら
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
企
業
に
成
り
得
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。消
火

器
ボ
ッ
ク
ス
等
の
イ
ン
テ
リ
ア
備
品
、車
止
め
等
の
外

構
用
ア
イ
テ
ム
な
ど
、い
ず
れ
も
ユニ
オ
ン
ら
し
い
そ
れ

自
身
が
美
し
い
も
の
ば
か
り
で
、﹁A

RT
W

A
RE

﹂の

コ
ン
セ
プ
ト
に
相
応
し
い
。

　
ユニ
オ
ン
の
も
う
一つ
の
主
力
製
品
で
あ
る
ク
ロ
ゼ
ッ
ト

ド
ア
は
、代
表
取
締
役
社
長
立
野
純
三
氏
が
日
本
で
初

め
て
ス
チ
ー
ル
折
戸
と
し
て
開
発
。一
九
七
三
年
に
生
産

を
開
始
し
た
。以
来
、改
良
を
繰
り
返
し
、現
在
も
な
お

進
化
し
続
け
て
い
る
。ク
ロ
ゼ
ッ
ト
ド
ア
か
ら
発
展
し
た

点
検
扉
向
け
の
ス
チ
ー
ル
ド
ア﹁
エ
ネ
ボ
ッ
ク
ス
ド
ア
﹂は
、

上
下
の
レ
ー
ル
の
み
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
枠
の
無
い
ミ
ニマ

ル
な
フ
ォ
ル
ム
が
特
徴
で
、周
囲
の
壁
に
存
在
感
を
消
し

て
お
さ
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、施
工
性
も
良
い
優
れ
も

の
で
あ
る
。現
在
、そ
の
上
下
の
レ
ー
ル
と
ハン
ド
ル
の
姿
ま

で
消
し
去
っ
た
開
発
中
の
新
モ
デ
ル
の
紹
介
を
受
け
た
。

﹁
設
計
者
や
ユ
ー
ザ
ー
が
、何
で
困
っ
て
い
る
か
と
か
、も
っ

と
何
が
欲
し
い
か
を
、出
来
る
だ
け
聞
か
せ
て
欲
し
い
の

で
す
﹂。大
阪
住
宅
課
田
中
久
夫
課
長
が
語
る
言
葉
に
、

ユニ
オ
ン
の
社
員
が
保
ち
続
け
る
姿
勢
を
感
じ
る
。そ
れ

は
、オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
お
い
て
設
計
者
が
描
き
出
す
イ

メ
ー
ジ
に
肉
薄
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、自
ら
の
全
て
の

経
験
と
知
識
を
動
員
し
、新
た
な
表
現
の
可
能
性
に
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
時
の
そ
れ
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
を
作
り
出
す
匠
達
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ

も
ま
た
、オ
ー
ダ
メ
ー
ド
と
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
と
に
区
別
な

ど
は
な
く
、ユニ
オ
ン
の
哲
学
を
支
え
続
け
て
い
る
の
だ
。

■
も
の
づ
く
り
の
先
に
あ
る
も
の

　

取
材
の
最
後
に
、大
阪
シ
ョ
ー
ル
ー
ム﹁
ア
ト
リ
エ
ユニ

オ
ン
﹂の
案
内
を
受
け
た
。美
し
く
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ

れ
た
ユ
ニ
オ
ン
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
、単
に
製
品
の
商
談

だ
け
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。セ
ミ
ナ
ー
や
勉

強
会
、ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
等
に
開
放
さ
れ
、発
注
者
と

建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、技
術
者
の
集
う
サ
ロ
ン
と
し

て
、情
報
交
換
と
交
流
を
通
じ
て
、互
い
の
感
性
が
刺

激
し
合
い
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出

す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。建
築
文
化
全
体
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

い
う
、経
営
者
の
思
い
が
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
あ
る
。

　

案
内
を
受
け
る
取
材
ス
タ
ッ
フ
は
、ユニ
オ
ン
の
数
々

の
ア
イ
テ
ム
に
お
け
る
見
事
な
仕
上
が
り
と
そ
の
多

様
さ
、深
さ
、こ
だ
わ
り
に
出
会
い
、自
然
に
歓
び
の
声

を
上
げ
て
い
た
。

　
﹁
も
の
づ
く
り
は
、も
の
を
作
っ
た
ら
あ
か
ん
。そ
の

先
に
あ
る
笑
顔
を
つ
く
る
ん
や
で
﹂

　

経
営
の
神
様
松
下
幸
之
助
が
残
し
た
言
葉
を
思

い
出
し
た
。

株式会社 ユニオン 
本社 大阪ショールーム 「アトリエユニオン大阪」  
	 〒550-0015 大阪市西区南堀江2-13-22
	 TEL：06-6532-3188
	 FAX：06-6532-3188  
東京支店	東京ショールーム 「アトリエユニオン東京」
	 〒135-0021 東京都江東区白河2-9-5
	 TEL：03-3630-2811
	 FAX：03-3630-2816 エネボックスドア
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Gallery 建築作品紹介 パピオスあかし・プラウドタワー明石 設計：東畑建築事務所・大林組設計共同企業体
施工：大林組

明石駅前南地区第一種市街地再開発事業施設建築物は、商業・業務・公益・
行政サービス施設のパピオスあかしと分譲集合住宅のプラウドタワー明
石の複合建築物である。周辺街区とペデストリアンデッキで連続する約
1000㎡の広さの屋内公共広場や子育て支援施設などの市民サービス機能
を充実し、横丁空間の再現・魚の棚商店街との接続など賑わいを創出し
た。分譲集合住宅は 34 階建てのタワー形状とし明石海峡大橋や明石城
跡への豊かな眺望があり、新たなランドマークを形成している。豊かな
自然環境と都市機能が充実した住みよい街として、賑わいが増すことを
望む。　（東畑建築事務所・大林組設計共同企業体　大林組：藤岡慶子）

所 在 地：兵庫県明石市
用　　途：商業・業務施
　　　　　設、公益施設、
　　　　　集合住宅
竣　　工：2017.03
構造規模：S造、RC造、SRC造
　　　　　地下2階・地上
　　　　　34階・塔屋2階
敷地面積：8,097.42㎡
建築面積：7,040㎡
延床面積：65,849㎡
写　　真：ナトリ光房
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Gallery 建築作品紹介 Alegria Residence Utsubo Park 設計：樫永一男建築研究所
施工：貫山建設

敷地は、四ツ橋筋を挟んで靭公園の東園を見渡せる絶好の位置にある。
東園にはケヤキ並木とバラ園が整備され、季節の移ろいを楽しめるよう
管理されて、都心のオアシスとなっている。
また、公園周辺は 90 年代後半からブティックやカフェ、レストラン、
ベーカリーなどが軒を連ねている。
平面は、靭公園が美しく見える方法を模索し、公園側からはどのように
すれば現況の街並みにフィットさせることができるかを考え続けた。
バルコニーが見当らないのでマンションに見えないのですが、れっきと
したワンルームです。この建物が場所に根付いて建築に成るように。

建 築 主：デジタル アトン
所 在 地：大阪市西区
用　　途：店舗付き共同住宅
竣　　工：2018.01
構造規模：鉄筋コンクリート造
　　　　　地上10階建
敷地面積：91.77㎡
建築面積：69.02㎡
延床面積：673.47㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 a twigs house 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：建築工房小林

道路から約 8m 後退したところに、18.2 ｍ *6.5 ｍの切妻屋根を南北にか
けた。天井には森林の中に生い茂る樹木の小枝が、室内へとつながるよ
う抽象的に捉え、極細の梁を現しで、148 本接合したシンプルなトラス
垂木を形成。森の中にいるような柔らかでしなやかな小屋組屋根をつく
り出し、住まい全体を優しく包み込んでくれる。包まれた内部の東面は
全面開口とし、2 つの跳ね出しデッキを設けることで、包まれながらも
外部とつながった開放的な場とした。両端には水平力負担や暖房効率を
考え、箱状の個室と水廻りを配置。外壁は木板グレー塗装貼りとするこ
とで、街並みにゆとりを与え、周辺の自然環境に優しく溶け込んでいく。

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2017.11
構造設計：うきょう建築
　　　　　構造事務所
構造規模：木造平屋建
敷地面積：978.25㎡
建築面積：148.14㎡
延床面積：133.32㎡
写　　真：下村写真事務所
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

東
京
が
珍
し
く
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
二
〇
一
八

年
一
月
下
旬
、
若
き
日
の
谷
口
吉
郎︵
一
九
〇
四
～

七
九
年
︶
が
設
計
を
手
が
け
た
渋
谷
区
恵
比
寿
に

あ
る
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
を
再
訪
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
一
九
九
九
年
に
、
日
本
を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
、D

O
CO

M
O

M
O

二
〇
選
で
、
戦
前

期
の
先
駆
的
な
小
学
校
建
築
と
し
て
選
定
す
る
前

後
に
、
委
員
の
一
人
と
し
て
視
察
し
て
以
来
な
の

で
、
お
そ
ら
く
二
〇
年
ぶ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

最
寄
り
駅
の
地
下
鉄
日
比
谷
線
広
尾
駅
か
ら
南

に
歩
い
て
約
五
分
、
天
現
寺
橋
の
先
に
、
歩
い
て

き
た
外
苑
西
通
り
と
直
交
し
て
流
れ
る
古
川
と
首

都
高
速
と
に
大
き
く
三
角
形
に
囲
ま
れ
、
う
っ
そ

う
と
し
た
緑
に
包
ま
れ
た
校
舎
が
見
え
て
く
る
。

大
谷
石
が
精
緻
に
積
ま
れ
た
正
門
を
入
り
、
白
く

輝
く
玄
関
か
ら
校
舎
の
中
へ
入
る
と
、
一
気
に
視

界
は
開
け
、
南
側
に
広
々
と
し
た
校
庭
が
姿
を
現

わ
す
。
周
囲
で
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
急
増
す
る

中
で
、
都
心
に
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
た
環
境
の
小
学

校
が
あ
る
こ
と
が
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
。

　

資
料
と
し
て
い
た
だ
い
た
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
に

よ
れ
ば
、
福
澤
諭
吉
が
幼
稚
舎
を
三
田
の
慶
応
義

塾
構
内
に
設
立
し
た
の
は
一
八
七
四
年
、
そ
の
老

朽
化
に
伴
い
、
広
尾
ヶ
原
と
呼
ば
れ
た
福
澤
の
別

邸
が
あ
っ
た
現
在
の
広
尾
に
移
転
し
た
の
が
一
九

三
七
年
だ
と
い
う
。
以
来
、
八
一
年
、
戦
争
に
も

耐
え
、
長
く
こ
の
地
で
多
く
の
児
童
た
ち
を
育
ん

で
き
た
こ
と
に
な
る
。
校
庭
に
は
、
そ
う
し
て
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
の
象
徴
の
よ
う
に
、
ケ

ヤ
キ
の
大
木
が
児
童
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

校
舎
は
、
校
庭
を
緩
や
か
な
に
取
り
囲
む
よ
う

に
や
や
鈍
角
に
開
い
た
Ｌ
型
に
配
置
さ
れ
、
す
べ

て
の
教
室
が
南
向
き
と
東
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

秀
逸
な
の
は
、
教
室
の
前
面
に
テ
ラ
ス
を
め
ぐ
ら

せ
て
、
足
元
ま
で
開
い
た
窓
か
ら
直
接
出
入
り
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら

に
、
三
階
は
大
き
く
セ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
さ
せ
て
大

き
な
屋
上
庭
園
と
な
り
、
外
部
階
段
を
設
け
る
こ

と
で
、
児
童
た
ち
は
校
庭
を
囲
む
半
外
部
の
水
平

な
テ
ラ
ス
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
日
常
的
な
移
動
が
、
そ
の
ま
ま
、
同
じ

学
び
舎
で
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を
ご
く
自
然
な
形

で
共
有
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
校
舎
の
東
端
部
に

は
体
育
館
が
置
か
れ
、全
体
を
引
き
締
め
て
い
る
。

隅
々
ま
で
機
能
的
で
合
理
的
な
追
求
が
施
さ
れ
た

校
舎
は
、
今
見
て
も
新
鮮
で
あ
り
、
竣
工
当
時
、

さ
ぞ
か
し
モ
ダ
ン
で
輝
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
設
計
が
依

頼
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
よ
ほ
ど
印
象
的
な
出
来

事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
自
伝

的
な
著
書
︵
谷
口
吉
郎
﹃
建
築
に
生
き
る
﹄
日
本

経
済
新
聞
社
一
九
七
四
年
︶
の
中
で
、
当
時
を
振

り
返
っ
て
、
谷
口
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
﹁
私
は
慶
應
義
塾
の
出
身
で
は
な
い
。
し
か
し
、

塾
と
の
関
係
は
永
く
続
い
て
い
て
、
四
十
数
年
に

及
ぶ
。︵
中
略
︶
昭
和
七
年
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

塾
の
財
務
理
事
は
槇
智
雄
さ
ん
で
、
そ
の
槇
さ
ん

が
、
私
の
研
究
室
へ
来
訪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当

時
、
私
は
東
京
工
大
の
助
教
授
に
な
っ
た
ば
か
り

で
、
二
十
八
歳
の
青
二
才
だ
っ
た
。
槇
さ
ん
の
来

意
は
、﹁
幼
稚
舎
﹂
の
新
校
舎
が
渋
谷
の
天
現
寺

に
た
つ
の
で
、
そ
の
設
計
を
し
て
ほ
し
い
、
と
、

そ
ん
な
ご
依
頼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。

幼
稚
舎
は
天
下
の
名
門
校
で
あ
る
。
そ
れ
に
く
ら

べ
私
は
建
築
家
の
卵
に
す
ぎ
な
い
。
恐
縮
し
な
が

ら
、
ご
希
望
を
た
ず
ね
る
と
、﹁
塾
の
建
築
に
魂

を
入
れ
て
ほ
し
い
﹂
と
の
お
返
事
に
、
私
は
一
層

恐
縮
し
て
し
ま
っ
た
。﹂

　

こ
う
し
て
、設
計
が
始
ま
る
。
続
く
文
章
に
は
、

次
の
よ
う
に
設
計
の
意
図
が
綴
ら
れ
て
い
く
。

　
﹁
そ
の
信
頼
に
こ
た
え
る
た
め
、
若
輩
の
私
は

幼
稚
舎
の
設
計
に
全
力
投
球
し
た
。
児
童
の
健
康

と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
明
る
く
て
気
持
ち
の
い

い
小
学
校
を
実
現
し
た
い
と
意
匠
心
を
絞
っ
た
。

新
校
舎
は
雛
段
の
よ
う
な
三
階
の
テ
レ
ス
・
タ
イ

プ
に
し
た
。各
階
が
階
段
の
よ
う
に
セ
ッ
ト
・
バ
ッ

ク
し
、
全
教
室
の
窓
が
開
放
式
で
あ
る
の
で
、
日

当
た
り
が
い
い
。
各
階
の
テ
レ
ス
か
ら
は
地
上
へ

避
難
が
で
き
、そ
れ
が
災
害
時
の
避
難
路
と
な
る
。

暖
房
は
ス
イ
ス
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
に
試
み
ら

れ
て
い
る
パ
ネ
ル
・
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
﹁
床
暖
房
﹂

に
実
施
し
た
。
体
操
場
、
理
科
教
室
、
工
作
室
な

ど
に
新
し
い
考
案
を
実
現
す
る
た
め
に
、
幼
稚
舎

の
先
生
が
た
と
と
も
に
私
は
い
ろ
い
ろ
と
構
想
を

ね
っ
た
。﹂

　

こ
の
文
章
か
ら
は
、
先
生
方
と
の
共
同
に
よ
っ

て
設
計
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。さ
ら
に
、

実
際
の
設
計
は
、
慶
應
義
塾
の
校
舎
群
を
長
く
手

が
け
て
き
た
曽
根
・
中
條
建
築
事
務
所
が
全
面
的

に
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
、
若
き
谷
口
が
理
想
的
な

小
学
校
を
実
現
す
る
万
全
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
文
章
に
は
、﹁
新

校
舎
が
落
成
し
た
日
、
私
は
喜
び
に
満
ち
た
児
童

の
笑
顔
と
喚
声
に
囲
ま
れ
た
﹂と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
中
戦
争
が
始
ま
る
暗
い
時
代
の
中
で
、
高
い

目
標
を
掲
げ
た
慶
應
義
塾
の
志
と
、﹁
塾
の
建
築
に

魂
を
入
れ
て
ほ
し
い
﹂
と
の
希
望
を
受
け
た
谷
口

の
尽
力
、
そ
れ
を
支
え
た
設
計
チ
ー
ム
の
思
い
が
、

今
も
現
役
の
校
舎
に
息
づ
い
て
い
る
に
違
い
な
い
。

竣
工
後
も
、
谷
口
は
自
尊
館
と
呼
ば
れ
る
講
堂

︵
一
九
六
四
年
︶や
百
周
年
記
念
棟︵
一
九
七
五
年
︶

な
ど
を
手
が
け
、
彼
の
没
後
は
、
幼
稚
舎
の
竣
工

時
に
生
ま
れ
た
子
息
の
谷
口
吉
生
︵
一
九
三
七
年

～
︶の
設
計
に
よ
っ
て
、新
体
育
館︵
一
九
八
七
年
︶

や
新
館
21
︵
二
〇
〇
二
年
︶
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。

　

幼
稚
舎
の
先
生
方
は
、
今
一
度
、
こ
の
建
物
の

歴
史
的
な
価
値
を
共
有
し
た
い
と
の
希
望
を
持
っ

て
お
ら
れ
た
。
逆
に
勝
手
な
夢
を
お
伝
え
し
た
の

だ
が
、
い
つ
か
児
童
た
ち
に
こ
そ
、
伝
え
る
機
会

を
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

明るい体育館の内部。鉄骨架構が美しい。

南側校庭から見る校舎全景。右端に体育館。

慶應義塾幼稚舎　1937 年
先駆的な小学校建築の輝き

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

き
が
長
く
な
っ
た
が
、
研
究
室
で
定
期
的
に

通
っ
て
い
る
の
が
前
者
の
谷
瀬
集
落︵
写
真
２
︶

で
あ
る
。
谷
瀬
集
落
に
通
っ
て
三
年
半
が
経
過

し
、
学
生
の
存
在
は
地
域
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
。
二
カ
月
に
一
回
程
度
の
村
づ
く
り
の

寄
合
へ
の
参
加
、
学
生
が
担
当
で
き
る
地
域
整

備
の
実
践
、
学
生
提
案
に
よ
る
企
画
の
実
践
な

ど
、
小
さ
い
活
動
で
は
あ
る
が
積
み
重
ね
て
き

た
実
践
を
二
つ
と
関
わ
り
を
通
じ
て
感
じ
た
効

果
を
ご
紹
介
し
た
い
。

２
．学
生
の
関
わ
る
村
づ
く
り
の
実
践

　

一
つ
目
は
谷
瀬
集
落
の
住
民
に
よ
っ
て
二
〇

一
四
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
＂
ゆ
っ
く
り
散

歩
道
＂
沿
い
の
看
板
整
備
で
あ
る
。
谷
瀬
の
吊

り
橋
に
は
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
災
害

前
ま
で
は
観
光
客
が
集
落
内
に
入
る
こ
と
に
住

民
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
災
害
が
今
後
の
村
の

行
く
末
を
考
え
る
契
機
と
な
り
、
村
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
交
流
人
口
と
い
ず
れ
は
移
住
者

の
増
加
を
目
指
す
実
践
に
繋
が
っ
た
。
住
民
が

こ
の
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す
る
ま
で
に
二
年
間
ほ

ど
の
時
間
を
要
し
て
お
り
、
そ
の
間
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ

パ
ン
の
野
口
智
子
さ
ん
の
手
腕
が
あ
っ
て
こ
そ

の
実
現
で
あ
っ
た
。＂
ゆ
っ
く
り
散
歩
道
＂
の

ゴ
ー
ル
は
吊
り
橋
を
山
か
ら
一
望
で
き
る
展
望

台
で
、
集
落
の
中
を
片
道
四
〇
分
程
度
歩
く
と

到
着
す
る
。
こ
の
道
中
の
案
内
看
板
を
二
〇
一

四
年
六
月
頃
か
ら
学
生
が
担
当
し
て
製
作
、
設

置
を
続
け
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
学
生
が
手

書
き
し
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も
の
を
板
に

貼
る
簡
易
な
看
板
な
の
で
、
半
年
～
一
年
で
劣

化
す
る
。
住
民
が
す
る
と
何
度
も
同
じ
繰
り
返

し
で
面
倒
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
毎
年
、
入
れ

替
わ
る
学
生
が
新
た
に
書
い
て
貼
り
換
え
る
と
、

す
べ
て
の
学
生
が
自
分
と
集
落
の
関
わ
り
を
実

感
で
き
る
と
い
う
利
点
に
な
る
。
看
板
に
は
絵

第
60
回

１
．奈
良
県
十
津
川
村

　

奈
良
女
子
大
学
の
室
㟢
研
究
室
で
は
、
二
〇

一
四
年
五
月
か
ら
奈
良
県
十
津
川
村
の
村
づ
く

り
に
住
民
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

十
津
川
村
は
、
奈
良
県
最
南
端
に
位
置
す
る
日

本
一
広
い
面
積
の
村
で
あ
る
。
東
京
二
三
区
よ

り
も
広
い
面
積
の
村
の
人
口
は
、
二
〇
一
七
年

三
月
時
点
で
一
八
二
九
世
帯
・
三
四
七
二
人
、

高
齢
化
率
は
四
三
・
四
％
で
あ
り
、
高
齢
過
疎

化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
二
〇
一
一
年
九
月

の
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
、
村
は
将
来
を
見
据
え
た
創
造
的
復
興
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
・
交
通
の
維
持
へ
の
危
惧
や

高
齢
者
が
村
内
に
居
住
継
続
で
き
な
い
実
態
等

の
課
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
村
は
村
内
に
芯
と

な
る
安
心
拠
点
集
落
を
つ
く
り
、
村
民
が
そ
こ

に
徐
々
に
移
住
等
に
よ
り
集
ま
っ
て
村
内
で
暮

ら
し
続
け
る
構
想
を
描
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、

復
興
公
営
住
宅
は
被
災
集
落
や
そ
の
近
隣
に
新

た
な
造
成
を
し
て
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
村

内
の
災
害
履
歴
が
少
な
い
既
存
集
落
に
建
設
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
安
心
拠
点
集
落
に
選
ば
れ
た

既
存
集
落
は
二
箇
所
で
、
北
部
の
谷
瀬
集
落
と

南
部
の
高
森
︵
猿
飼
︶
集
落
で
あ
る
。
十
津
川

村
の
伝
統
的
民
家
を
継
承
し
た
木
造
の
復
興
公

営
住
宅
は
既
存
集
落
内
に
埋
め
込
む
よ
う
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
か
の
よ
う

に
風
景
に
馴
染
ん
で
い
る
︵
写
真
１
︶。
二
つ

の
集
落
は
村
の
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の

モ
デ
ル
地
域
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
村

の
観
光
資
源
で
あ
る
谷
瀬
の
吊
り
橋
︵
長
さ
二

九
七
ｍ
、日
本
最
長
の
生
活
用
鉄
線
の
吊
り
橋
︶

を
持
つ
谷
瀬
集
落
は
観
光
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
モ
デ
ル
地
域
、
村
内
唯
一
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
あ
る
高
森
集
落
は
、
誰
も
が
最
期
ま

で
暮
ら
せ
る
福
祉
の
モ
デ
ル
地
域
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
展
開
し
て
い
る
。
前
置

各地の中山間地域では高齢過疎化が進み、居住継続が困難になってきています。そのような中で、奈良県
十津川村では奈良女子大学の学生が継続的に村づくりに関わっています。十津川村の現状と活動について
室㟢千重さんに紹介していただきました。

高齢過疎化が進む中山間地域で学生が関わる村づくり

室㟢　千重
奈良女子大学研究院生活環境科学系 講師
京都市生まれ。神戸大学大学院を修了後、株式会社現代計画研究所、兵庫県立福祉のまちづくり研究所を経て 2012 年 8 月より現職。

の
う
ま
い
下
手
は
問
わ
ず
イ
ラ
ス
ト
を
ひ
と
つ

添
え
て
い
て
、
観
光
客
や
住
民
さ
ん
に
味
の
あ

る
絵
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
︵
写
真
３
︶。

二
〇
一
六
年
に
は
従
来
の
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る

看
板
に
加
え
て
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
新
た
な

看
板
も
考
案
し
た
。
十
津
川
産
の
杉
板
に
レ
ー 写真 3　手書きの散歩道看板写真 4　散歩道の木製新看板写真 5　こやすばの整備
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だ
。
破
れ
た
網
戸
の
取
り
替
え
、ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
の
床
の
張
替
、
キ
ッ
チ
ン
壁
面
の
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
貼
り
、
崩
れ
か
け
た
屋
外
石
段
の
修

繕
、
欄
干
の
ペ
ン
キ
塗
り
、
風
呂
場
の
壁
面
の

塗
装
な
ど
、
大
掛
か
り
な
改
修
で
は
な
い
も
の

の
、
傷
ん
だ
箇
所
が
ず
い
ぶ
ん
改
善
さ
れ
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
、
住
宅
の
手
入
れ
方
法
を
学

べ
る
場
と
な
っ
た
︵
写
真
７
︶。

３
．学
生
の
関
わ
り
の
効
果

　

集
落
の
方
に
と
っ
て
、
異
質
な
存
在
だ
っ
た

学
生
も
継
続
的
な
集
落
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
学
生
の
存
在
が
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
無
謀
な
？
提
案
も
学
生
が

一
緒
に
や
る
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
っ
た

雰
囲
気
が
生
ま
れ
お
り
、
二
〇
一
五
年
一
月
の

寄
合
で
谷
瀬
産
の
お
米
で
日
本
酒
つ
く
れ
た
ら

い
い
ね
！
と
雑
談
で
盛
り
上
が
っ
た
そ
の
言
葉

は
、
な
ん
と
そ
の
年
に
田
植
え
・
稲
刈
り
を
住

民
と
学
生
が
一
緒
に
行
い
実
現
し
た
。
学
生
の

存
在
は
こ
う
い
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
動

き
を
後
押
し
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
日
本
酒

づ
く
り
は
今
期
で
三
回
目
と
な
り
、
三
月
頃
に

純
米
酒
﹁
谷
瀬
﹂
の
新
酒
が
完
成
予
定
で
あ
る

︵
写
真
８
︶。
学
生
に
と
っ
て
は
、
着
実
に
進

む
村
づ
く
り
の
現
場
に
関
わ
れ
る
意
義
は
大
き

く
、
地
域
で
の
人
づ
き
あ
い
の
作
法
に
は
じ
ま

り
、
自
分
た
ち
の
実
践
が
形
に
な
る
喜
び
、
住

民
の
意
識
が
前
向
き
に
変
化
し
て
い
く
様
子
を

直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
地
域
づ
く

り
の
実
践
を
丸
ご
と
学
べ
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
学
生
が
住
民
と
協
働
し

て
進
め
る
村
づ
く
り
の
提
案
と
実
践
を
、
少
し

ず
つ
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

先
に
紹
介
し
た
純
米
酒
﹁
谷
瀬
﹂
は
十
津
川
村

内
で
の
発
売
な
の
で
、
ぜ
ひ
十
津
川
村
谷
瀬
集

落
に
遊
び
に
来
て
ご
購
入
い
た
だ
け
た
ら
何
よ

り
の
喜
び
で
あ
る
。

写真 8　酒米の収穫

ザ
ー
加
工
機
で
看
板
の
文
字
を
掘
り
込
ん
で
赤

い
屋
根
を
取
り
付
け
た
も
の
で
、
す
べ
て
木
製

で
あ
る
︵
写
真
４
︶。
現
在
は
、
道
案
内
の
重

要
箇
所
に
こ
の
赤
屋
根
の
木
製
看
板
を
設
置

し
、
そ
れ
以
外
の
見
ど
こ
ろ
ポ
イ
ン
ト
の
看
板

に
は
従
来
の
手
書
き
看
板
を
設
置
し
て
沿
道
を

楽
し
く
演
出
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
集
落
内
の
空
民
家
の
活
用
に
向

け
た
整
備
・
活
用
の
お
手
伝
い
で
あ
る
。
二
棟

の
空
民
家
の
整
備
に
関
わ
っ
て
い
る
。＂
ゆ
っ
く

り
散
歩
道
＂
沿
い
に
あ
る
築
一
〇
〇
年
以
上
の

十
津
川
民
家
を
、
観
光
客
の
見
学
場
所
兼
休
憩

場
所
と
し
て
開
放
す
る
た
め
、
雑
草
の
生
い
茂

る
庭
の
整
備
と
室
内
の
荷
物
整
理
・
埃
の
拭
き

掃
除
を
住
民
と
学
生
が
力
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た

︵
写
真
５
︶。
現
在
は
＂
こ
や
す
ば
＂︵
小
休
場
：

山
仕
事
の
際
に
、
ち
ょ
っ
と
休
憩
す
る
場
所
の

意
味
︶
と
命
名
さ
れ
、
休
日
等
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。＂
こ
や
す
ば
＂
を
訪
れ
た
観
光
客
に
谷

瀬
集
落
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
学
生
が
＂
谷
瀬
の
暮
ら
し
写
真
展
＂

を
企
画
し
、
と
り
た
め
た
写
真
を
パ
ネ
ル
化
し

て
展
示
し
て
い
る
︵
写
真
６
︶。
写
真
展
の
効
果

は
、
集
落
で
販
売
す
る
手
づ
く
り
の
特
産
品
の

加
工
工
程
を
見
て
購
入
に
繋
が
っ
た
り
、
別
の

季
節
の
集
落
の
様
子
を
見
て
ま
た
訪
問
し
よ
う

と
思
っ
て
も
ら
え
た
り
と
上
々
で
あ
る
。
今
期

か
ら
新
た
に
＂
谷
瀬
の
昔
の
暮
ら
し
写
真
展
＂

を
企
画
中
で
、
住
民
さ
ん
に
昔
の
ア
ル
バ
ム
を

持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
写
真
の
ス
キ
ャ
ン
を
は

じ
め
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
学
生
が
谷
瀬

で
活
動
す
る
時
に
集
落
の
ご
厚
意
で
安
く
宿
泊

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
空
民
家
で
あ
る
。
こ

の
民
家
は
、
い
ず
れ
は
谷
瀬
集
落
の
移
住
体
験

用
住
宅
と
し
て
移
住
希
望
者
に
貸
す
予
定
で
あ

る
た
め
、
居
住
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
集
落

内
の
大
工
の
棟
梁
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学

生
で
出
来
る
範
囲
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
改
修
に
取
り
組
ん

写真 1　谷瀬集落内の復興公営住宅写真 2　谷瀬集落の様子

写真 6　こやすばの外観と写真展写真 7　空民家の DIY
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女
性
分
科
会
三
〇
周
年
の
終
わ
り
に

【
建
築
女
子
の
未
来
】

女
性
分
科
会
代
表　

田
代
加
奈

　

こ
の
一
年
を
通
じ
て
女
性
分
科
会
三
〇
周
年

記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
建
築
人
リ
レ
ー
エ
ッ

セ
イ
、
女
子
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
建
築
系
女
性

一
〇
〇
人
よ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、
国
交
省
住
宅

局
長　

伊
藤
明
子
氏
講
演
会
、
ア
ー
カ
イ
ブ
見
学

会
と
非
常
に
盛
り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
一
人
一
人
が
建
築
に
関
わ
る
姿

勢
を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
三
〇
年
前
と
は
時
代
が
違
い
、
女
性
建
築

士
だ
け
の
集
ま
り
が
必
要
か
と
も
問
わ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
の
一
年
間
で
し
た
。
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
の
建
築
女
子
の
未
来
に
む
け
て
、
総
括
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
現
状

　

伊
藤
住
宅
局
長
の
講
演
は
、﹁
女
性
活
躍
は
世

の
中
の
ト
レ
ン
ド
だ
が
、
女
性
に
活
躍
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
日
本
が
潰
れ
る
と
い
う
現
状
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
言

葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。﹁
女
性
活
躍
と
は
、
男

女
共
同
参
画
型
社
会
が
良
い
と
い
う
麗
し
い
面
と

正
に
経
済
政
策
そ
の
も
の
と
い
う
側
面
が
あ
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
日
本
が
潰
れ
て
し
ま
う
の
で
政

府
は
決
し
て
建
前
で
は
な
く
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
る
﹂
と
い
う
説
明
で
し
た
。
誰
も
が
薄
々
感
じ

て
い
た
事
で
す
が
、
数
値
的
な
裏
づ
け
に
確
信
を

得
ま
し
た
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
女
性
活
躍
が
日
本

を
救
う
手
段
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

建
築
と
い
う
仕
事

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
に
参
加
さ
れ
た
方
で
建
築
に

関
わ
る
と
い
う
事
に
男
女
差
を
感
じ
る
方
は
ほ
と

ん
ど
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
好
き
な
建
築
を
仕

事
に
出
来
て
幸
せ
、
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
感
じ

て
い
る
方
が
多
く
、
男
女
の
差
よ
り
個
人
の
や
る

気
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、

衣
食
住
の
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
社
会
に

建
築
の
仕
事
の
面
白
さ
や
重
要
性
を
十
分
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
幼
少
の

頃
か
ら
住
教
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

女
性
が
働
く
と
い
う
こ
と

　

女
性
活
躍
は
必
須
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
女

性
が
働
く
と
い
う
事
は
男
性
が
働
く
こ
と
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
の
が
現
実
で
す
。
幼
少
か
ら
の

教
育
で
、
男
は
一
家
を
背
負
い
、
女
性
は
家
庭
を

守
る
と
い
う
考
え
方
が
日
本
人
の
根
底
に
今
で
も

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
代
で
も
個
々
の
家
庭

の
事
情
で
そ
の
役
割
を
分
担
す
れ
ば
良
い
の
で

あ
っ
て
廻
り
が
と
や
か
く
言
う
こ
と
で
は
無
い
と

い
う
考
え
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
は
日
本
は
潰
れ
る
の
で
す
。
女
性
も
男
性
も

働
く
事
が
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
す
。
少
子

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
働
き
手
を
増
や
す
に
は
次

世
代
の
若
者
が
出
産
、
子
育
て
、
家
事
、
介
護
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ

も
働
く
事
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
は
﹁
け
ん
ち
く
女
子
が
活

躍
す
る
為
に
必
要
な
も
の
は
何
？
﹂
と
い
う
テ
ー

マ
で
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
育
休
制
度
は
あ
っ
て

も
機
能
し
て
い
な
い
、
十
分
で
は
な
い
。
仕
事
と

家
庭
を
両
立
し
て
い
る
人
は
い
な
い
。
育
休
を
と

る
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
支
障
に
な
る
。
独
身
の

間
は
差
を
感
じ
な
い
が
結
婚
す
る
と
平
等
に
は
働

け
な
い
。
組
織
で
勤
め
て
い
る
方
と
個
人
で
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
方
の
働
き
方
に
も
大
き
く
差
が
あ

り
ま
す
が
、
女
性
活
躍
に
は
制
度
改
革
、
男
子
教

育
、
周
囲
の
理
解
も
必
須
で
す
。
男
性
と
同
等
に

頑
張
り
す
ぎ
て
身
体
を
こ
わ
し
た
経
験
を
お
持
ち

の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
体
力
に
も

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
男
女
に
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に

比
較
さ
れ
る
の
も
事
実
で
す
。

女
性
の
特
性
を
生
か
す

　

伊
藤
局
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性

の
特
性
と
し
て
従
来
の
規
範
や
や
り
方
を
わ
き
ま

え
つ
つ
も
囚
わ
れ
な
い
発
想
力
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
長
所
と
も
い
え
る
﹁
お
せ
っ

か
い
力
﹂、
こ
れ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
他
分
野
と
の
連
携
や
新
し
い
提
案
を
生
む
力
が

あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

で
の
意
見
で
も
男
性
と
女
性
は
同
じ
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
女
性
は
生
活
者
と
し
て
の
立
場
を
仕
事
に
生

か
せ
る
。
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
遣
い
が
で
き
る
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
経
験
が
仕
事
に
生
か
せ
る
。

持
ち
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
周
囲
を
和

ま
せ
、
男
性
と
協
力
し
て
建
築
社
会
を
築
く
こ
と

が
重
要
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

建
築
女
子
が
考
え
る
魅
力
的
な
社
会
・
都
市
・
建

築
・
ま
ち

　

情
報
社
会
の
発
展
と
と
も
に
人
と
の
繋
が
り
は

必
要
な
く
感
じ
、
薄
ら
い
で
い
く
地
縁
社
会
で
す

が
、
実
は
災
害
時
、
高
齢
独
居
世
帯
、
子
育
て
支

援
な
ど
は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
心
を
豊
か
に

し
、共
助
の
社
会
を
実
現
し
ま
す
。女
性
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
気
遣
い
を
都
市
・
建
築
・
ま

ち
に
生
か
す
事
が
女
性
建
築
士
の
大
き
な
役
割
で

あ
る
と
の
意
見
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
様
な
人
を
巻
き
込
む
力
、
人
を
幸
せ

に
す
る
、
暮
ら
し
を
良
く
す
る
気
持
ち
は
女
性
の

方
が
強
く
、
女
性
が
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
で

大
き
な
力
を
発
信
で
き
る
と
の
意
見
も
で
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
機
会

が
多
い
女
性
の
方
が
地
域
の
事
を
良
く
知
っ
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

作
り
に
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
で
そ
の
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

建
築
女
子
が
き
ず
く
未
来

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
建
築
女
子
未
来
宣
言
は

①
魅
力
あ
る
建
築
と
都
市
を
き
ず
き
ま
す
。

②
建
築
女
子
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

③
女
性
支
援
と
意
見
発
信
を
行
い
ま
す
。

と
し
ま
し
た
。
女
性
活
躍
を
支
援
す
べ
く
社
会
制

度
、
廻
り
の
人
間
の
考
え
方
の
改
善
と
と
も
に
当

事
者
で
あ
る
建
築
女
子
も
自
己
研
鑽
を
積
み
、
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
三
〇
周
年
の
記
念
の
年
に
建
築

士
会
メ
ン
バ
ー
、
共
催
団
体
の
建
築
女
子
の
皆
様

と
結
成
し
た
建
築
女
子
会
実
行
委
員
会
の
お
力
添

え
で
代
表
を
勤
め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
事
に
感
謝

の
意
を
込
め
て
三
〇
周
年
の
締
め
く
く
り
と
致
し

ま
す
。

「建築女子がきずく未来」ワールドカフェ形式のグループトーク
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

二
月
二
十
一
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
〇
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一
六
、

〇
四
四
、六
九
二
円
、
支
出
一
〇
、〇
一
〇
、九
七

六
円
、
差
引
六
、〇
三
三
、七
一
六
円
で
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
二
六
、五
九
三
、〇
二
五
円
を
報

告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
収
支
決
算
は
約
四
三
〇
万
円
の
黒
字
決

算
に
な
る
見
込
み
で
す
。
会
費
収
入
は
予
算
収
入
定

員
を
上
回
る
状
況
で
、
会
員
数
の
減
少
は一
〇
〇
名

を
割
る
見
込
み
で
す
。
研
修
委
員
会
の
第
二
二
条
研

修
は
、予
算
比
七
〇
％
減
の
収
支
差
額
約
五
〇
万
円

の
見
込
み
で
す
。
定
期
講
習
は
予
算
比
約
二
五
％
増

の
約
四
五
〇
万
円
、
耐
震
診
断
改
修
講
習
は
受
講

者
減
少
に
よ
り
予
算
比
約
四
〇
％
減
の
約
六
〇
万

円
、
監
理
技
術
者
講
習
は
本
会
会
議
室
利
用
に
よ

る
経
費
削
減
を
図
り
ま
し
た
が
約
一五
万
円
赤
字
の

見
込
み
で
す
。
大
阪
市
高
齢
者
住
宅
改
修
費
給
付

事
業
の
審
査
件
数
は
予
測
の
半
数
程
度
で
す
。
建

築
人
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
Ｄ
Ｍ
が
増
加
し
て
お
り
、
予

算
比
約
八
〇
％
増
の
約
八
〇
万
円
の
増
収
、
既
存

住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
は
予
算
比
約
六
五
％

増
の
約
二
九
〇
万
円
の
増
収
の
見
込
み
で
す
。

︵
２
︶
三
〇
年
度
予
算
素
案
は
、
収
支
と
も
一
四
，

九
四
六
万
円
の
予
算
規
模
と
な
る
内
容
を
説
明

し
、
今
後
各
委
員
会
で
検
討
の
う
え
、
三
月
度
運

営
委
員
会
の
協
議
を
経
て
、
三
月
度
理
事
会
で
事

業
計
画
と
と
も
に
決
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
一
月
度
理
事
会
で
次
期
役
員
候
補
者
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
が
、寺
地
洋
之
氏
︵
大
工
大
教
授
︶

の
辞
退
意
向
を
受
け
て
、
候
補
者
選
考
委
員
会
か

ら
後
任
の
学
識
者
と
し
て
藤
田
忍
氏
︵
大
市
大
教

授
︶
の
推
薦
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

二
十
三

集
中
す
る
相
談　
　文　

橋
本
頼
幸

　

不
思
議
な
こ
と
に
電
話
相
談
は
、相
談
が
偏
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。曜
日
で
偏
っ
た
り
、特
定
の
相
談
員

に
集
中
し
た
り
、同
じ
よ
う
な
相
談
が
同
じ
よ
う
な

時
期
に
続
い
た
り
。今
月
は
、四
日
で
五
件
集
中
し
た

水
漏
れ
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
．賃
貸
の
上
階
か
ら
水
漏
れ

　

八
階
建
て
賃
貸
の
二
階
に
住
ん
で
い
て
、四
階
の
ト

イ
レ
が
つ
ま
り
、三
階・二
階
へ
と
漏
れ
た
。天
井
を
塗

装
し
直
し
、隣
の
押
し
入
れ
は
一
部
作
り
直
す
こ
と

に
な
っ
た
。漏
れ
た
日
に
消
毒
は
し
て
も
ら
っ
た
が
、塗

装・消
毒
は
人
体
に
問
題
は
な
い
か
？

二
．築
二
十
年
の
収
益
物
件
を
購
入

　
一
階
店
舗
、二
～
四
階
が
住
居
の
収
益
物
件
を
購

入
し
た
。二
階
よ
り
水
が
漏
れ
て
一
階
店
舗
の
復
旧
に

三
百
万
円
か
か
っ
た
。漏
水
原
因
は
給
湯
管︵
銅
管
︶

継
手
の
劣
化
だ
と
判
明
し
た
。今
後
の
予
防
策
を
教

え
て
ほ
し
い
。

三
．三
階
建
て
戸
建
て
住
宅
浴
室
か
ら
の
水
漏
れ

　

築
十
年
の
三
階
建
て
木
造
住
宅
の
二
階
の
ユニッ
ト

バ
ス
か
ら
水
漏
れ
。下
階
に
染
み
出
し
て
い
る
。急
い

で
業
者
に
対
応
し
て
も
ら
っ
た
が
完
全
に
直
っ
て
い
な

い
。築
十
年
で
の
水
漏
れ
は
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
か
？

責
任
の
特
定
は
で
き
る
の
か
？
修
繕
費
用
は
誰
が
負

担
す
る
の
か
？

四
．退
去
後
に
発
覚
し
た
水
漏
れ

　

借
り
て
い
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
し
た
が
、後
日

家
主
か
ら
水
漏
れ
が
見
つ
か
っ
た
と
い
わ
れ
、修
繕
費

用
を
請
求
さ
れ
た
。水
漏
れ
の
原
因
を
調
査
し
て
も

ら
う
こ
と
は
可
能
か
？

五
．リ
フ
ォ
ー
ム
後
十
年
経
っ
て
発
覚

　

十
年
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
。壁
ボ
ー
ド
の
ビ
ス

を
抜
く
と
水
が
漏
れ
出
し
た
。給
水
管
に
ビ
ス
が
刺

さ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。補
修
を
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

水
漏
れ
に
ま
つ
わ
る
相
談
は
よ
く
あ
る
も
の
の

　

水
漏
れ
は
よ
く
起
こ
る
事
故
で
す
し
、本
会
で
も

当
然
そ
の
相
談
は
よ
く
あ
る
も
の
の
、あ
る
時
期
に
集

中
す
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
で
す
。水
漏
れ
で
す
か
ら

季
節
の
影
響
は
な
い
と
思
い
ま
す
。今
回
紹
介
し
た

五
件
の
相
談
は
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
プ
も
異
な
り
、そ
れ

ぞ
れ
に
回
答
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

自
己
完
結
か
加
害
者
か
被
害
者
か
で
異
な
る
対
応

　

最
初
の
相
談
は
基
本
的
に
は
家
主
が
対
応
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
の
で
、不
安
材
料
は
家
主
に
解
決
し

て
も
ら
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、家
財
へ
の
影
響
は

補
償
対
象
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、建
物
の
補
修
方
法
は

家
主
が
決
め
る
こ
と
に
従
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

二
番
目
と
三
番
目
は
自
己
完
結
型
で
は
あ
り
ま

す
が
、保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。三
番
目
の
事
例
は
、業
者
に

対
し
て
責
任
追
及
は
非
常
に
難
し
い
で
し
ょ
う
。自
費

で
修
繕
す
る
と
な
る
と
か
な
り
の
負
担
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

四
番
目
の
事
例
は
、基
本
的
に
賃
貸
で
は
一
般
的
な

使
用
を
し
て
い
て
発
生
し
た
自
然
劣
化
に
対
す
る
原

状
回
復
義
務
は
家
主
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、相
談
者
に
起
因
す
る
問
題
の
有
無
の
判
定
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、後
か
ら
現
地
調
査
で
断
定
で
き
る
か

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。家
主
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
し
、家
主
の
方
に
賃
借
人
の
責
任
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

五
番
目
の
相
談
は
、給
水
管
に
限
ら
ず
、温
水
式

の
床
暖
房
な
ど
で
釘
や
ビ
ス
な
ど
が
刺
さ
っ
て
い
て
、

ビ
ス
が
錆
び
る
な
ど
相
当
時
間
が
経
過
し
て
発
覚
す

る
こ
と
が
多
い
事
故
で
す
。す
ぐ
に
気
づ
か
な
い
の
が

厄
介
な
と
こ
ろ
で
す
が
、工
事
を
す
る
側
も
気
を
つ
け

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　曽我部千鶴美

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義　　茂籠一之

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　  

丸
子
勇
人

　

年
末
年
始
の
休
暇
を
利
用
し
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ

ワ
の
建
築
に
触
れ
る
た
め
ス
リ
ラ
ン
カ
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
バ
ワ
の
建
築
以
上
に
記

憶
に
残
っ
た
の
は
、
公
共
バ
ス
で
し
た
。
日
本
の

譲
り
合
い
精
神
と
は
対
照
的
に
、
バ
ス
は
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
合
い
、
急
発
進
、
急
停
車
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
目
的
地
を
目

指
し
ま
す
。
車
内
で
は
大
音
量
で
ス
リ
ラ
ン
カ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
、
停
留
所
の
表
示
や
ア
ナ

ウ
ン
ス
は
無
く
、
降
り
る
の
も
本
当
に
一
苦
労
で

す
。
一
方
、
乗
車
の
際
に
は
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

に
路
上
で
手
を
挙
げ
る
と
バ
ス
は
急
停
車
し
、人
々

は
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
急
い
で
い
る
の
に
、

こ
れ
ほ
ど
の
融
通
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら

不
思
議
で
す
。
乗
車
賃
は
驚
く
ほ
ど
安
く
、
二
時

間
以
上
乗
っ
て
も
一
〇
〇
円
程
度
で
す
。
ほ
ぼ
す

べ
て
の
行
程
に
お
い
て
三
時
間
以
上
バ
ス
で
移
動

し
た
た
め
、
帰
国
後
、
揺
れ
な
い
バ
ス
に
乗
る
と
、

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
腹
筋
に
力
を
い
れ
て
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
体
験
を
恋
し
く
感
じ

ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
の
日
常
か
ら
文
化
・

風
土
的
背
景
が
異
な
る
野
性
味
と
懐
深
さ
を
強
く

感
じ
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
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HIRAKATA T-SITE　原田哲夫・宮島照久・牛戸陽治

　大阪と京都の中間点に位置する枚方市駅前に計画された、本を通し
てライフスタイルを提案する商業施設である。その街に住む人々が主役
となりコミュニティや新しい価値を生み出す「街のリビング」をつくること
で、街文化が空洞化しつつある駅前地区を活性化させることを目指した。
　枚方市駅前に降り立つと、各階に跳ね出されたテラスが印象的で
駅前の新たな風景となっている枚方T-SITEが姿を現す。駅前広場に
さし出された居心地のよい「街のリビング」と、本を通したライフスタイル
提案が街にダイレクトに伝わる「透明なファサード」、街を眺める「屋上
テラス」が融合し、街への共感を生み出すきっかけとなっている。
　枚方T-SITEの内部に一歩入ると、街のにぎわいを感じながら様々
なモノやサービスに出会い、コミュニケーションが切れ目なく誘発される
仕掛けがなされている。各階がボーダーレスに繋がる回遊性のある平
面計画と、吹抜けを少しずつずらしながら配置される断面計画により、
どこにいても各階の空気感を感じ、思い思いの場所でゆっくりと時間を
過ごすことができる。
　約40年前の高度成長期に建設された駅前再開発ビルを建て替え
る「再々開発」プロジェクトでもある枚方T-SITEは、人口減少期におけ
る駅前再生の可能性を示すものである。
撮影：ナカサアンドパートナーズ  中道  淳　竹中工務店  松岡正明（★）

第37回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
原田哲夫（はらだ てつお  竹中工務店）
1961年大阪府生まれ／1986年京都大学
大学院工学研究科修了後、竹中工務店入社
宮島照久（みやじま てるひさ  竹中工務店）
1969年岐阜県生まれ／1993年名古屋工業大
学大学院工学研究科修了後、竹中工務店入社
牛戸陽治（うしど ようじ  竹中工務店） 
1976年京都府生まれ／2002年神戸大学大
学院自然科学研究科修了後、竹中工務店入社

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・前田組共同企業体
所 在 地：枚方市岡東町 12-2
主 用 途：物販・飲食・金融機関店舗
構　　造：S造、SRC造
規　　模：地下 1階、地上 9階
敷地面積：2,723.59 ㎡
建築面積：2,494.07 ㎡
延床面積：17,553.44 ㎡

★


